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長野南高校 

【入学式】４月４日 【３年生引退コンサート】７月１７日 

制約の中でも最大限の活動を 

学校長 宮澤 伸明 

新型コロナウイルスの関係でいつもと違う新年度のスタートとなりました。一斉休業に

ともない本校でも４月最初の１週間だけの登校から、約２ヶ月の一斉休業があり、ようや

くその一斉休業が解除され、６月１日から、感染防止のため多くの制約がある中ですが通

常授業が再開されました。 

部活動についても、様々な全国大会が中止になる中、一部代替大会も開催された部活に

ついては、精一杯の活動をしてくれました。その一方で残念ながら最後の大会に出場すら

できず、引退した３年生も、自分の進路に向けて、気持ちを切り替えています。１・２年

生は次の大会や発表会に向け活動が徐々に始まりました。今後の情勢次第で次の対応も必

要ですが、可能な中で最大限の活動をしていきたいと思います。 

行事においても、三密を避けるため、７月に予定していた本校の文化祭「南稜祭」は９

月に延期し、校内祭を行いました。生徒たちが、今できることを精一杯考え、話し合い、

実践してくれました。今、社会で求められていることは、１つの課題に対してみんなで協

力し、意見を出し合い、問題を解決していく、そんな活動です。まさに南稜祭を通して生

徒たちは学び成長してくれました。 

さて、本校では、学校教育目標に「時代の変化に応じ、心身ともに健康で、教養と正し

い判断力を備え、長野をはじめとした地域社会を支える人材を送り出す。」を掲げていま

す。高校３年間の本校の学びを通して、「自信をもって自らの道を歩んでいく生徒」「他者

への理解と協調性をもって、社会の一員として活躍する生徒」「社会人として信頼される資

質を備えた生徒」の育成を目指しています。例年７月下旬に行っていた中学生体験入学も

今年は、１０月１０日（土）に延期して実施する予定です。中学生の皆さんには、是非参

加いただき、進路の参考にしていただければと思います。 

今年度は制約のあることばかりですが、その中でも最大限の活動をしていきたいと思っ

ています。 
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この状況下ですべきこと                 １学年代表 

 新型コロナウイルスが流行っている、この状況下で、何をどうすべきか、書きたいと思います。 

 一つは、勉強することです。なぜなら、高校での学習は、一年でやることが中学校の倍以上に増えて、大

切だからです。だから、課題や教科書、参考書などを使って、中学の勉強が苦手な人は、中学の復習をして、

できる人は、高校の予習をするというのもいいかなって思います。とにかく、今するべきことは中学の復習

か、高校の予習だと思います。 

 二つ目のことは、運動をすることです。コロナで外出があまりできていない人が、結構いて、運動をあま

りしないで、家にずっと居てしまうと、生活習慣が悪くなってしまうからです。なので、今するべきことは、

家の周りなどを定期的に歩いたりして、元気を保つことです。休校期間中は、この二つのことをしっかりし

て、健康を保っていました。 

生徒会長 宮本渉我 

 新入生を迎えて、数ヶ月以上が経ちました。新型コロナウイルスの影響で休校が続き、私たち三年生

が最高学年としての自覚を持ち学校の雰囲気を作る立場になったことを改めて感じています。 

 学校全体で、まず大切にしたいことは挨拶です。これまで続けてきた先輩達の活動をより活性化さ

せ、長野南高校のイメージが良くなるように頑張って活動していきたいです。更には、地域の方々への

あいさつや交通マナーなど当たり前の事ができる学校作りも目指しています。 

 新型コロナウイルスの影響で多くの行事が中止・延期になっていますが、ウイルスに負けずに頑張っ

ていきます。 

令和２年度 体験入学のお知らせ 

実施日： １０月１０日（土） 

日程  受付     ８：４０～ ９：００ 

全体会     ９：０５～ ９：３５ 

体験授業   ９：５０～１０：４０  

クラブ見学 １０：４５～１１：３５ 

 

 

体験授業 

クラブ見学 

令和２年度 南稜祭 ～Sparkle～ ９月４日（金） 

 
 

 

※写真は、いずれも昨年度のものです 


